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核小体45 s RNA は細胞質中のリボゾーム285 、 185RNA の前駆体である事がHeLa 細胞、ラット
肝で確かめぢれた。又Walker 256癌、 Novikoff 肝癌等の核小体455 RNA の塩基組成を調べた結果は、
ラット肝のそれと比較すると、アデニン含量は低くシトシン含量は高い値が得られた。モリスの細小
偏侍肝癌においても、核小体45s RNA の塩基組成は、癌のそれと同じような傾向を有していた。とこ








群に分け、第 l 群は正常食、第 2 群は0.06%の割合で3ノーMe-DAB を含む食餌、第 3 群は発癌性はほと
んどないが、 3' -Me-DAB の類似物質として4'Me-DAB を 0.06%の割合で含む食餌でそれぞれのラ
ット群を以下に示す期間飼育した。
ラベルは 32p 正リン酸を頚静脈から注射し、 20分ないし 2 時間後にラットを殺し、肝臓を取り出
した。 肝臓を2.5M sucrose 、 3.3mM CaC1 2 を含む溶液でホモジェナイズし、 Chauveau 等の方法
によって核を得た。核の分面は他の正常肝から得た105 ，000Xgの上清に懸濁し、超音波処聞で核を得
た。 RNA は、ブェノールー SDS の方法で調製した。
(1)庶糖密度勾配遠沈法による核小体RNA の展開: 32p 正リン酸でラベルされた核小体RNA の展開
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図は、 3' -Me-DAB、 4' -Me-DAB、正常も本質的には差が認められなかった。
(2骸小体458 、 288 RNA の塩基組成: 3〆田Me-DAB によって誘発された癌の部分を取り出し、その
部分から核小体458 、 288 RNA を分画して塩組成を調べると、アデニンの含量は低くシトシンの含量
が高い結果が得られた。ところが同じ肝臓の非癌部からの核小体458 、 288 RNA の塩基組成は、正
常肝のそれと同じであった。又、対照としてど -Me-DAB の場合も正常肝のそれと同じ値を示した。
(3核小体全RNA の塩基組成: 3' -Me-DAB によって誘発された癌部核小体の全RNA の塩基組成は、
アデニン含量が他のRNA に比べて低値を示したがシトシンの含量に関しては高い値を示さなかった。
(4)3' -Me-DAB 食の投与期間の核小体RNA に対する影響: 3' -Me-DAB 食を 3~6 ヶ月関与えても、
非癌部の塩基組成は正常と変化がなかった。
(5ì32 P でラベルを行なう時間の影響: 20分と 120分ラベルで3' -Me-DAB で誘発された癌部の核小体
全同仏の塩基組成において、アデニン含量は、両者の場合、低値を示した。
〔総括〕
3' -Me-DAB を 0.06%の割合で含む食餌を 4~6 ヶ月与えた結果生じた原発性肝癌から調製した核小
体458 RNA の塩基組成は、他の移値可能な癌のそれと同じ傾向を示している事が明らかになった。又
この塩基組成の正常肝からの偏侍は、 3 / -Me-DAB の毒性によるのではなく、又 32p 正リン酸のラベ
ルの時間にも関係しない事が明らかになった。細胞中のリボソームRNA の前駆体と考えられている核




本論文は3'- メチルDAB を与えて生じた原発性肝癌から調製した核小体458 RNA の塩基組成を分
析し、他の移植癌のそれと同じ傾向を示していることを明らかにした。この結果は癌において核小体
45s RNA は特異的な塩基組成を示すことを認めたものであり、癌細胞の特異性を知る上に重要な研究
である。
内4口。
